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AQB 歴

AQB歴

年

ヵ月

において形状的に補綴処置が行いやすく

なったと感じています。現在7症例施術

しましたが、全て順調に経過しています」

　これから導入をお考えの先生方に、ア

ドバイスを伺いました。

　「今の時代、経営的にも患者さんの

ニーズの部分でも、インプラントは不可欠

な治療になってきています。AQBなら

シンプルで付きもよく、症例にあわせて1

ピース、T–type、2ピースとラインナップ
が揃っていますので、骨の形態をしっかり

と確認し、それぞれの特性を活かしなが

ら使い分ければ、日常的な臨床の手法の

一つに十分になり得るでしょう」

昨年発売のT–typeも大いにご活用さ

れていらっしゃいます。

　「付きがよくシンプルであるという1

ピースAQBの特長に加え、T–typeは
支台部のテーパーによりマージンの径

が太く、しっかりとした結合感がありま

す。上顎臼歯部症例の他、抜歯後間もな

い植立等、骨の状態が若干心配な症例

にも非常に有効ですね。上顎前歯部等

の骨の薄い症例では、骨造成を併用しな

くても3mmサイズのT-typeで対応で

きることが多くなりました」

　「また直径が太くなった分、特に歯頚部

●愛知県春日井市●

医）澤歯科クリニック

澤　明男　先生

　名古屋市のベッドタウンである愛知

県春日井市、この土地で開業し11年に

なる澤歯科クリニックの院長・澤明男先

生にお話を伺いました。

　「1998年に、川原春幸先生（臨床器

材研究所所長）が講師をお務めだった

日本口腔インプラント学会専門医取得

のための100 時間コースを受講した時

にAQBを初めて知りました。治験デー

タを見るとシンプルなシステムで予後も

よく、これは信頼できるインプラントシ

ステムだと思い、2年後に適応症例が出

た際に、早速導入しました」

　様々な症例を扱われるなか、先生は

メリットの高い1ピースに加え、

症例拡大にT-typeも大いに有効です

澤歯科クリニックスタッフのみなさん。

21歳、男性。
ソケットリフト
を用いて、6に
T-type を植立

AQB T-type を用いた症例
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●東京都中央区●

京橋デンタルクリニック
良好な咬合回復の重要なツールとして、

AQBを活用していきたいと思います

　「基本的に、患者さんには自分の家族

のように、またもし自分が患者だったら

どのようにされたいか、という視点で診

療や対応をするよう心がけています」

　こうおっしゃる大川先生にこれから先生

にとってのAQBの位置付けを伺いました。

　「どの医院でもそうかもしれませんが、

これからインプラントは経営面で大きな

軸になっていくでしょう。正しい咬み合わ

せを作り出し、患者さんに良好な咬合を

回復してもらう上での重要なツールとし

て、AQBを活用していきたいと思います」

　お忙しい診療時間後、気さくにこう答

えてくださいました。

で植立できます。これなら、インプラン

ト未経験者だったり、経験があまりない

方でも手をつけやすいのではないでしょ

うか。コストも低く、患者さんへの提供

価格にある程度反影できる点も、よいメ

リットだと思います」

　京橋デンタルクリニックには大川先生

がご開業以前に勤務されていた頃から

の患者さんが、遠く北海道からも訪れる

そうです。

　東京都中央区京橋、オフィスビルが

建ち並ぶ一画に京橋デンタルクリニック

が入るビルがあります。昨年の12月に

AQBを導入された院長の大川益実先

生にお話を伺ってみました。

　「一昨年の8月にこの場所に開院し、

そろそろインプラント導入を検討しよう

と思っていた矢先に、営業の方が訪れた

ことがきっかけでAQBを知りました。

AIM専門医の床井正之先生と偶然知り

合いで、導入コストも比較的安価だった

ため、やってみようということになりまし

た。縁とタイミングが導入のきっかけと

いえばきっかけですね」

　実際にAQBを使われたご感想をこ

うお話しくださいます。

　「AQBインプラントは術式がシンプ

ルでオペが非常に楽ですね。勤務医時

代に他メーカーの2ピースインプラント

を何種類か扱った経験がありますが、

AQBの場合は1本あたり5〜10 分

大川　益実　先生

オフィス街にあ
る京橋デンタル
クリニックは、
院内も洗練され
たインテリアが
光ります。









JADA, Shugars et al. (1998)
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　「ＡＱＢはこれからさらに伸びていくん

じゃないかと思いますよ。最近改めて使う

ようになって、非常に良いインプラントだと

いう実感を持ちました」

　こうお話されるのは、北海道苫小牧市の

歯科医師会会長もお務めの高橋歯科医院

院長の高橋康則先生です。先生は、インプ

ラント治療歴２０年以上、日本インプラント

学会専門医の資格もお持ちです。サファイ

アインプラントに始まり、Ｉ、Ｍなどのシス

テムもご経験、ＡＱＢも１０年以上前から導

入しました、しかししばらくの間、臨床に用

いなかった経過をお持ちです。

　「もともとＡＱＢに不満があって中断し

たわけではないのです。何年か前まで２

ピースが主流だったでしょう。私もそちらに

興味を持ったものですから。でも最近のイ

ンプラント治療の潮流は１ピースにありま

す。私も再度使うようになって、１回でオペ

が終わることが患者さんにとって非常にメ

リットがあり、QOL向上に貢献できるのだ

とＡＱＢを改めて見直しました

　高橋先生は３月９日に苫小牧市の新中

野歯科医院で行われた「北海道臨床研

究会」に、今回初めてご参加されました。

　「ＡＱＢを用いたソケットリフトやサイ

ナスリフトも、津山泰彦先生のオペ見学

で拝見してみようと思ったのですが、非

常に勉強になりました。あれだけ臨床経

験が豊富な先生が、技工に走った手技を

用いずに、あくまで基本に忠実に施術し

ていらっしゃる。臨床家はこうでないとい

けないなと再認識しました。頭が下がる

思いがしましたね」

　高橋歯科医院は歯周治療、補綴、インプ

ラントと自由診療がメインの医院です。

　「歯科医は患者さんの１０年後、５年後

を見極めた治療をしていかなくてはいけま

せん。そのために最善の方法を選択しなが

ら医療に携わっていきたいですね。ＡＱＢ

はよい結果を得られる優れたインプラント

です。あくまで手技に忠実に用いていけば

臨床家の力になると思いますよ」

　力強い励ましの言葉をいただきました。

●北海道苫小牧市●

高橋歯科医院

高橋　康則　先生

オペが１回で済むのは患者さんに大きなメリット

すっきりとして清潔感のある小笠原歯科
クリニック受付。

高井戸駅からほど近い、住宅街に建ってい
ます。

小笠原　任　先生

●東京都杉並区●

小笠原歯科クリニック

　京王井の頭線、高井戸駅から 5 分ほ

ど歩いたところにある小笠原歯科クリ

ニック、院長の小笠原任先生にお話を伺

いました。

　「骨との結合が大変早いところに魅力

を感じ、AQB を導入してからちょうど 1

年くらいになります。以前使っていた I よ

りも、オペ時のパーツの種類が少なくて

済み、手技がシンプルなので、大変使い

やすいですね」

　先生は、感想をこう続けてくださいま

した。

　「チタン系インプラントは、きっちり隙

間無く埋入したつもりでも、切開してみ

ると付いていなかったり、逆に回すと抜

けてしまうなどということもありました。

それでは、患者さんとの信頼関係にも影

響します。その点、AQB はしっかりと固

着し、見た目でも、『カンカン』という音

でも固着を確かめられるので、非常に安

心感がありますね」

　「専門医の杵渕孝雄先生にオペ後の

サポートをしてもらうこともあります。ア

フターフォローがしっかりしているので、

口腔外科専門でなくてもセミナーやサ

ポートシステムを活用すれば安心して治

療に取り組めるところも、他社にはない

魅力ですね。全面的に信頼し、使ってい

ます」

　“至誠一貫”をモットーに、高井戸で

開業して 20 年、患者さんの中には、10

年、20 年と通われている地元の方も多

くいらっしゃいます。

　「“心のこもった診療、患者さんの立場

に立った治療”は開業から一貫して変え

ないようにしています」

　とおっしゃる小笠原先生。ご高齢の患

者さんの治療後、丁寧に治療説明をし、

玄関に出て見送っていらっしゃったお姿

に、先生の真情を拝見しました。

他社にない安心感。全面的に信頼し使っています

苫小牧市の閑静な住宅街の一画にあります。

明るい院内ではスタッフが連携し、
診療にあたります。
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●大阪府大阪市●

友辺歯科医院

友辺　芳明　先生

　「もともと、インプラント治療は 20 年

前から取り入れていました。ただ私自身、

予後の問題等からインプラントに疑問を

感じていたため積極的ではなく、患者さ

んからご要望があった時にしか治療を

行っていませんでした」

　こうお話されるのは、大阪市生野区、

友辺歯科医院の友辺芳明先生です。　

　「そろそろ本格的にインプラントに取

り組もうと思っていた矢先、タイミングよ

く訪れた AQB の営業に勧められ研修

会に参加、導入に至りました。また、“敵

に塩を送る”ではないですが、HA 系他

社インプラントの営業マンが、『HA イ

ンプラントのうち、結晶性に優れた HA

が使われているは、うちと AQB だけで

す』と言っていたんですよ。それもあって

（笑）、やっぱりAQB はいいんだなと導

入を決めました」

　実際に施術された感想をこう語ってく

ださいました。

　「AQBはオペの際、歯頚部のギャップ

がわずかであれば、GBR 等を行わなく

てもきちんと骨ができており、骨伝導能

の威力を実感しています。以前使ってい

たチタン系の P は、きつくグッと入れ込

む感じで埋入していましたが、AQB は

逆にある程度ルーズに入れてちょうどい

い。骨結合の力を借りて難症例の壁を乗

り越えやすく、オペのストレスが軽減さ

れましたね」

　友辺歯科医院は、子どもからお年寄り

まで、周辺住宅街を中心に地域の方々が

多く訪れる人気歯科医院です。

　「これからも、地元の方々に気軽に来

院してもらえる、地域に好かれる医院を

目指していきたいですね。患者さんのご

要望に応えるという意味でも、AQB も

非常に役立ってくれています。予後のよ

さで患者さんにもインプラントをお勧め

しやすくなりました」

　笑顔でこう語ってくださいました。

骨結合の威力でインプラント治療に積極的に

●静岡県富士市●

KEIO デンタルクリニック

　「勤務医時代には P、M、また、慶應義

塾大学医学部歯科口腔外科学教室時代

には Iなどさまざまなメーカーのインプラ

ントを使った経験がありますが、AQB は

“武器”になる部分が非常に多いですね」

　こうお話されるのは、富士山が一望で

きるまち、静岡県富士市の KEIO デンタ

ルクリニック院長の鈴木一成先生です。

AQB のメリットを詳しく伺ってみました。

　「特に、抜歯即時埋入の場合に大変使い

やすいインプラントだと思います。中間歯欠

損でロングパターンの場合など、3、4 本連

結して一緒にTEKを装着できるので、審美

的な回復が早く、非常に役立っています」

　「また、これはスタッフの意見なので

すが、ツールがきれいに色分けされてい

て、オペ時にアシストする際に、とても見

やすく使いやすいそうです」

　KEIO デンタルクリニックでは、患者

さんに上部構造を装着する日、その場で

新鮮なリンゴをかじってもらい、義歯と

の違いを体感していただくそうです。

　「患者さんはしっかりと自分の歯で噛

めることに非常に感激されます。1ピー

ス AQB は、上部構造装着までが早く、

すぐに白い歯が目に見えるようになるの

で、患者さんも安心感があるようです。シ

ンプルでご説明しやすいですし、私は大

好きですね（笑）。AQB 導入後、インプ

ラントのご説明をすると、その場で即決

してくれる患者さんが増えました」

　鈴木先生は、ICOI（国際インプラント学

会）やＤＧＺＩ（ドイツ国際インプラント学

会）の認定医資格取得の際にもAQBを

用いた症例をご発表され、日々 研鑽を積ん

でいらっしゃいます。これから導入をお考

えの先生方にアドバイスを伺いました。

　「インプラントは患者さんにとって、咬合

回復だけでなく、メンテナンスをするごと

に口腔内全体のケアもできるメリットのあ

る治療です。骨の状態をしっかり理解した

上で治療をすれば、AQB はとても使いや

すく、確実なインプラントだと思いますね」

鈴木　一成　先生

院内には患者さんへの心遣いが光ります。

審美的回復も早い、武器になるインプラント

スタッフの方 と々友辺先生

大阪市生野区の
住宅街の一画、
地域の方たちが
気軽に訪れる歯
科医院です。
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　2008 年 4 月1日に、周辺 5 市町村

が新設合併したばかりの新潟県村上市・

エクセレント歯科クリニック院長、佐藤

大志先生にお話を伺いました。

　「以前使用していたチタン系の S シス

テムは、上部構造装着までの過程が長

く、何ヵ月もかかることに問題を感じて

いました。そんな折、東京神田にあるヒ

ロシデンタルクリニック院長・山田博司

先生に AQB インプラントを紹介してい

ただきました」

　導入後、実際に使用された感想を話し

てくださいました。

　「AQB 導入後、インプラントの治療期

間が格段に短くなりました。シンプルな

術式によるオペ時間の短縮に加え、骨と

の固着が早く、短期間で初期固定が得

られます。また、印象採得の際に特別な

操作や材料が必要ないので、非常にス

ムーズに治療が運びますね」

　治療を受けた患者さんからの評判も

よいそうです。

　「近隣の歯科医院でインプラント治

療を受けた人よりも、早く噛めるように

なったというご感想をいただいていま

す。患者さんにとって、やはり短期間で

咬合を回復できることは大きなメリット

ですね」

　エクセレント歯科クリニックでは、訪

れた患者さんにまずオーラルツアーを

行い、口腔内の健康状態を把握してもら

います。また、随時初診患者セミナーを

行い、予防歯科医療の地域への啓蒙活

動を行っています。

　「痛い時、困った時にだけ歯科医院に

飛び込む、従来型の歯科診療スタイルで

は日本人の歯は悪くなってしまう。歯は

自分の管理によって健康が保てること

を知ってもらい、患者さんのデンタル IQ

を高めることに努めています」

　今では先生の取り組みが地域でも話題

になり、いつまでも健康的な口元でいたい

と患者さんに大変喜ばれているそうです。

口腔ケア用チェア。明るく気持ちよい空
間で、患者さんはケアを受けられます。

1ピースでシンプルな術式と、コスト力が魅力です
●静岡県浜松市●

わだ歯科クリニック

和田　英樹　先生

　「2 年程前に、他のセミナーで仲良く

なった先輩の先生と一緒に色々なイン

プラントを検討した結果、AQB がよさ

そうだと丹羽健先生のベーシックコース

研修会に参加したことがきっかけで導

入しました。ちょうどその際、以前使用し

ていた P では経験したことのなかった

前歯部の抜歯即時症例が出て、出張オ

ペを丹羽先生が快く引き受けてくださっ

たことも大きいですね」

　こうお話しくださったのは、静岡県浜

松市・わだ歯科クリニックの和田英樹先

生です。実際に施術されたご感想をこう

続けてくださいます。

　「やはりAQB は 1ピースであり、シン

プルな術式が魅力ですね。P の 2 ピー

スでは埋入後、接合部でネジが緩んでド

キッとしたことがあり、結局 3 症例しか

扱いませんでした。AQB1ピースではそ

ういった心配がなく、マニュアル通りに

きちんと手技を行えば、しっかりと付き

ます。コストも低いので、患者さんにある

程度の価格で提供できるところも大き

なメリットです」

　信頼してきてくれる患者さんには、常

に満足してもらえるような治療や接し方

を心がけていらっしゃるという和田先生

は、最後にこんな心強いお言葉をくださ

いました。

　「勤務医時代、インプラント治療の経

験もなく、自費診療にすごく抵抗感があ

りました。しかしいざ AQB を始めてみ

ると、初めに手掛けた抜歯即時症例の

患者さんが満足してくれて今度は上顎も

希望されたり、施術した女性の患者さん

が、旦那さんにもと連れてきてくれたり、

患者さんに喜んでいただけるメリットは

大きいですし、症例を積んで行く中で勉

強になることも多いですね。新しく学会

（AIM）も発足されましたから、これから

も少しずつ研鑽を積んでいきたいと思

います」

●新潟県村上市●

エクセレント歯科クリニック

佐藤　大志　先生

佐藤先生を囲んで、スタッフのみなさんと。

AQB導入で治療期間が格段に短縮！

玄関には植物が植えられ、和やかな印象です。
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●岡山県美作市●

野亀歯科医院

野亀　一宏　先生

　岡山県美作市、野亀歯科医院院長の

野亀一宏先生がインプラント治療を始

められたのは、数年前に大病をされたこ

とがきっかけでした。

　「ある日突然心筋梗塞で倒れ、そのま

ま何日間か ICU に入りました。幸い、通

常の生活が送れるまでに回復しました

が、せっかく回復できたのだからこのま

まではいけない、何かしなければと思っ

ていた矢先、義歯の調子が悪いという患

者さんに『先生にインプラントをやって

ほしい』と言われたのです」

　一念発起した先生はさっそくPシステム

を導入、その患者さんに施術されたそうです。

　「ところが、初期固定までに半年かかりま

した。その後二次オペを行うので、信頼し

依頼してくれた患者さんに負担をかけ、大

変申し訳ない思いをしました。結局、数症例

経験しましたが、どれも治療期間が長く、

もっと付きが早く患者さんの負担にならな

いものはないかと探していました。そんな

折、この新聞を見てAQBを知ったのです」

　営業に説明を聞いた先生はすぐにAQB

を導入、感想をこう語ってくださいました。

　「オペ後 2ヵ月もすると、びくともせず

にしっかり骨と結合しており、叩くと『カ

ンカン』といい音がするのはうれしいで

すね。こんなに短期間でしっかりと付く

のであれば、患者さんに対する勧め方も

違ってきます。営業担当もこまめに来て

くれてありがたいですし、今では、インプ

ラント導入時に AQB を知っていればよ

かったなと思いますね」

 　岡山の県北に位置する美作市はお年

寄りが多く、義歯に不具合を感じ、インプ

ラントを希望される方も多いそうです。

　「病気をしてから、私には歯医者しか

できないのだから、やるからには患者さ

んを喜ばせたいと強く思うようになりま

した。これからも患者さんにとってメリッ

トの大きい AQB で、施術後のメンテナ

ンスも含め、インプラントに力を入れてい

きたいと思います」

　穏やかな笑顔でお話しくださいました。

メリット大きいAQBで、患者さんを喜ばせたい

スタッフのみ
なさんと。み
なさん和気あ
いあいとした
雰囲気です。

●秋田県横手市●

赤沢歯科医院

赤沢　茂樹　先生

　「以前使っていた E インプラントは、

補綴処置までに上顎は 5~6ヵ月、下顎

は 3~4ヵ月かかり、またコストが治療費

用に影響してしまい、患者さんにインプ

ラントのご説明をしても必要性をわかっ

てもらえないことが多かったですね」

　こうお話しされるのは、秋田県横手市・

赤沢歯科医院院長の赤沢茂樹先生です。

そんな折、たまたま地域のスタディグルー

プでAQBの講習会を受けた先生はその

後、佐藤孝治先生のベーシックコース研

修会に出席し、AQB を導入されました。

　「初期固定までの早さと、骨結合の良

さが決め手になりました。実際使ってみ

ると何しろ早い。植立から1ヵ月半で上

部構造が装着できた症例もあります。今

までとこんなに違うのかと驚きました」

　「植立後、患者さんが誤って噛んでしまっ

て骨吸収を起こし始めた症例等でも、スー

パーボンドで固定したところ、再結晶化

HAの骨誘導能によりしっかりと結合して

きました。AQBはリカバリーできるところ

がすばらしいですね。チタン系インプラント

ではこうはいかなかったでしょう」

　横手市で先生のお爺様の代から三代

続く赤沢歯科医院は、昔からの患者さん

も多く通われています。

　「患者さんには、生涯に亘り自分の歯

を残す大切さ、予防の大切さを知っても

らいたいと思っています」

　先生にとっての、AQB の役割をうか

がいました。

　「インプラントは他の歯を長持ちさせ

る“究極の予防治療”です。AQB に変

えてから、特に部分床義歯の患者さんに

ご説明をすると『こんないいものがある

のか』とご選択いただくことが多くなり

ました。実は私もインプラントを入れて

います。自分の体験も踏まえ、しっかりと

物を噛める喜びを、患者さんにお伝えし

ていきたいと思っています。患者さんに

喜んでもらうことが、私の喜びですね」

　患者さんのためにという、先生の真摯

な姿勢が伝わってきました。

AQBインプラントで“究極の予防治療”を実践

赤沢歯科医院のスタッフのみなさん。
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講師ひと と
こ

interview

臨床例

AQBの開発経緯、特長

治療計画と基本術式

臨床例

システム説明

基本手技実習（動物骨使用）

質疑応答

AQBベーシック研修会の内容

Dr. Yasugi Matsumoto

　「今日はすぐにAQBを始めら

れようとしている先生が多いと

聞きましたので、実践的にわかり

やすく、なるべく多くの情報をお

伝えしていくつもりです。講義の

どのタイミングで質問してもらっ

てもかまいません」

　4月13日（日）、福岡センタービ

ルで行われたAQBベーシック

研修会で、講師の

松本恭宜先生はこ

う述べられ講義を

始めました。まずイ

ンプラントの種類、

AQBの特長から

講義は進みます。

　「AQB発売当時、1ピースタイ

プインプラントは“異端”だとさ

れていました。しかし今では主流

すぐにでも役立つ実践的な講義が大人気

　当社では、AQBの手技を習得していただくため、全国各地で随時、研修会を開催して

います。今回は、4月13日（日）福岡県福岡市で開催した研修会の模様をお伝えします。

ベーシックコース研修会（福岡県福岡市・福岡センタービル）

講師：松本恭宜先生（マツモト歯科クリニック院長）

になりつつあります。1ピースの

場合、マイクロギャップがないの

で破折や細菌侵入のリスクが軽

減され、加えてシンプルなシステ

ムによる低コストと術式の簡便

さの実現、GPにとって“安くて簡

単”に越したことはないですね」

　AQBのメリットをこう強調さ

れた後、講義は治療計画、基本

術式の説明へと移り、先生はご

自身の、マツモト歯科クリニック

でのある日のオペ風景をスライ

ドで紹介しながら、基本的なオ

ペ手順から具体的な装備や器

具等をご説明されました。要所

要所で質問受け付けの時間を取

り、参加者の方々の理解を確か

めながら講義は進みました。

　「お昼直後は眠くなる時間な

ので」という先生のお計らいで

まず、歯肉模型とメスを用い、歯

肉切開のデモをwebカメラで映

し出しながら講義は進み、参加

者の先生方は具体的な切開をイ

メージされながら、スクリーンに

熱心に目を向けていました。

　その後は実際に豚骨を用いた

植立実習です。まず松本先生に

よる手技見本の場面では、一つ

　AQBは、基本的な知識や技術さえ押さえれば

良好な結果の得られる、メリットの多い非常に優

れたインプラントです。導入をお考えの先生には、

これからの医院経営や患者さんのニーズという

観点からも、一日でも早く導入することをお薦め

したいですね。

　AQBにはこのような充実した研修会が全国で行われています。

研修会では、講師の先生方がそれぞれのカラーで有意義な講義

をしてくださいますので、多くの研修会に出て、多くの学びを得る

ことも一つの選択肢ですね。私の研修会では“GPによるGPのた

めのセミナー”という視点で、「明日からすぐにでも役立つ実践的

な講義」を心がけています。AQBの基本的な技術や知識を正しく

習得し、これからの治療に活かすためにも、ぜひ研修会を活用し

てください。

■PROFILE　東京歯科大学卒業、同大学院博士課程修了、歯学
博士。東京歯科大学助手、国保国吉病院歯科医長を経て、1997 年マ
ツモト歯科クリニック開業。日本歯周病学会歯周病専門医、日本先進
インプラント医療学会（AIM) 専門医。

手元を小型カメラで映し出し、

デモをしながら歯肉切開のポイント

を説明されました

お昼休みには先生を囲み、

参加者の方 と々の話がはずみます

松本先生の説明にみなさん真剣に

聞き入ります。手技説明の合間には、実際に先生が使って

いるオペ器具をご紹介。先生方は熱心に手に取り、オペ装

備の実際を勉強されていました

【術前】 【術後】

【下顎臼歯部症例】
患者：３６歳、女性

福岡センタービル

AQBの特長と治療の流れを解説

手技の実際を経験をもとに紹介

『一日でも早く導入するために、研修会を
活用してください』 松本　恭宜先生

植立実習ツール一式
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ぜひAQBインプラントをご体験ください……全国各地で研修会開催中！

アドバンスコース 口腔外科コース 2ピースコース コーディネーター認定コース

一つの手技手順のポイントを実

際に行いながら、丁寧に説明さ

れます。

　「フラップをきちんと開けるこ

と、ステントとX線写真をきちんと

とること、そしてそのステントとX

線を基にインプラント体のサイズ

や距離をきちんと測ること。この

ポイントさえきちんと守れば、大

きな事故が起こることはまずない

でしょう。ご覧になった通り、AQB

は手技のステップが少なく、また

他の製品と違いきっちりと骨に結

合するので、基本さえ守れば、オペ

を怖がることはありません」

  また、説明の合間にはご持参

した、普段先生

が実際に使 用

されているオペ

器具をご紹介さ

れ、参加の先生

方は次 と々手に

取り、装備についても熱心に学

ばれた後、豚骨を用いた手技実

習へと進みました。

　今回、知り合いの先生からの紹介で参加させ

ていただいたのですが、松本先生の講義を聞き、

AQBはこんなに簡単にできるんだという印象を

持ちました。短い6mmサイズも扱えることと、骨

結合が早いところに魅力を感じましたね。他社セ

ミナーや雑誌等でインプラントは難しいという

イメージばかり先行していましたが、今回、ポイ

ントさえ押さえれば、AQBは敷居の高い治療で

はないことがよく理解でき、そのポイントをしっ

かりメモしておきました。特に臼歯部の症例等か

ら、前向きに検討していきたいと思います。

　過去にも他社のセミナーを何回か受講したこ

とがありましたが、今日は最もわかりやすく、印

象的な研修会でした。今回はAQBを実際に導入

するつもりで参加したので、松本先生の実践的

な講義は大変役に立ちました。インプラント導

入を決意するまで色 と々思い悩んできましたが、

患者さんからの要望も多く、今日の講義を聞き、

治療の選択肢の一つとして、インプラント治療が

必須のものだという認識を新たにしました。これ

から、患者さんのご要望に応えながら、適切な症

例を選び、治療を重ねていければと思います。

　その後は、先生が

実 際 に手 が けられ

た症例の紹介と一緒

に、補綴方法やデン

チャーとの併用等、さ

らに植立のための具

体的な講義が続きました。質疑

応答の時間には、「インプラント

体の径や長さ

の選択基準は」

「ステントには

何を用いていますか」「保証期

間についてはどう設定したら」

等、次々と実践に即した質問が

続き、先生はその都度、

惜しみなくご自身の経験

を踏まえたご回答をして

くださいました。

　「インプラントは工夫

次第で色 な々症例に適応

できます。患者さんの生

活様式や咬合形態に合わせ、様々

に応用していってほしいですね。

そして、スタッフの方と一緒に一

つのチームとして、ご自身の医院

に合ったシステムを構築し、明日

からでもすぐに、AQBを治療に役

立てていってほしいと思います」

　松本先生はこう話され、参加

者の先生方は充実の一日になっ

たようです。

参加者からの質問には、その都度、

丁寧かつ熱心に答えてくださいます

お互いに植立の様子を確認し合いながら、

真剣な面持ちで何度も練習されていました。

■敷居が高いイメージが払拭しました ■最もわかりやすく、実践的な研修会

福岡県福岡市

平岡　貴紀　先生

大分県中津市

角野　太一　先生

ベーシックを修了され、さらに手
技を向上させたい先生のための
コースです。

　　【研修内容（2日間の例）】

　患者さんへの説明及び契約書

　現在のGBRの考え方と手法

　GBRの臨床症例

　抜歯直後インプラントの臨床症例

　ソケットリフトの手法と臨床症例

　サイナスリフトの手法と臨床症例

　PRP応用の効用と臨床症例

　骨造成法

　1回法と2回法の使い分け

インプラント治療に必要な口腔外
科の基本知識と手技を修得する
コースです。

ＡＱＢ２ピースの手技を修得し、術
域を拡大されたい先生のための
コースです。

 インプラントコーディネーターに
必要な知識・手技を習得するコー
スです。

※顎模型を使った実習形式の講義です。

　　　　　【研修内容】

　インフォームドコンセントの方法

　手術計画の立て方（術前診断）

　前進疾患への対応及び麻酔

　切開、剥離について

　切開、剥離、縫合の上達のために

　縫合について

　術後処置及び合併症への対応

　　　【研修内容（2日間の例）】

　２ピース２回法インプラントの概説

　２ピース２回法インプラント埋入の実

　際と留意点

　アバットメント装着と補綴

　２ピース２回法インプラントを用いた

　ソケットリフト

　２ピース２回法インプラントを用いた

　ＧＢＲ

　埋入実習

※ガム模型を使った実習形式の講義です。

　　　　　【研修内容】

　ＡＱＢインプラントの位置づけ

　ＡＱＢの治療の流れ　

　ＡＱＢインプラント植立のための

　アシスタントワーク

　アシスタントの役割と必要手技

　・手洗い、手袋のつけ方、

　・脈の取り方、血圧測定

　・縫合のアシスタント

　患者様とのコミュニケーションテ

クニック

当社では、毎週、全国各地で「ＡＱＢインプラント研修会」を開催しております。コースは、以下の通りです。
（コースの内容は講師によって若干異なります、この他ライブオペなどの特別研修会も、適宜、開催しております）

※今後の研修会開催予定は次頁の通りです。AQBHPでも内容のご確認とお申し込みが可能です（http://www.aqb.jp/)

松本先生が普段使用

されているオペ器具




